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日
本
人
と
海
藻
の
か
か
わ
り(

10) 

緑
色
を
生
か
し
た
ア
オ
ノ
リ
・
ア
オ
サ
料
理 

今
田
節
子 

『
万
葉
集
』
や
『
古
今
集
』
な
ど
に
は
ミ
ル
を
題
材
に

し
た
詩
歌
が
残
さ
れ
て
い
る
。「
海
松
」
の
文
字
で
表
さ

れ
る
緑
藻
類
ミ
ル
は
、
松
葉
に
似
た
形
状
と
鮮
緑
色
の
ビ

ロ
ー
ド
の
布
地
を
連
想
さ
せ
る
外
観
を
も
ち
（
図
１
）、

古
代
人
に
と
っ
て
賞
翫
に
値
す
る
美
し
い
海
藻
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ミ
ル
は
他
の
海
藻
類
に
比
べ
て
食
材
料
と
し
て

多
用
さ
れ
て
き
た
海
藻
と
は
い
え
ず
、
現
在
で
は
ミ
ル
を

知
る
人
も
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

近
世
・
近
代
・
現
代
を
通
し
て
食
用
緑
藻
類
の
代
表
は

ア
オ
ノ
リ
、
ア
オ
サ
で
あ
る
。
し
か
し
、
聞
き
取
り
調
査

や
文
献
調
査
を
通
し
て
み
る
と
、
両
者
は
明
確
な
区
別
が

な
さ
れ
な
い
ま
ま
利
用
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
く
、
現

在
で
も
ア
オ
サ
を
ア
オ
ノ
リ
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
お
そ
ら
く
自
生
す
る
地
域
や
藻
体
の
色
、
乾
燥

方
法
、
料
理
法
な
ど
類
似
性
が
高
い
た
め
と
思
わ
れ
る
。 

緑
藻
類
は
暖
海
域
に
自
生
が
適
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、

ア
オ
ノ
リ
や
ア
オ
サ
は
九
州
周
辺
や
西
日
本
の
太
平
洋
沿

岸
地
域
で
の
採
取
、
利
用
が
多
い
。
ア
オ
ノ
リ
は
海
水
と

淡
水
の
混
じ
り
合
う
河
口
付
近
、
す
な
わ
ち
汽
水
域
に
自

生
が
適
し
、
ボ
ウ
ア
オ
ノ
リ
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
、
ヒ
ラ
ア

オ
ノ
リ
、
ウ
ス
バ
ア
オ
ノ
リ
の
種
類
が
あ
る
が
（
図
２
）、

自
家
用
と
し
て
採
取
さ
れ
る
場
合
は
、
ほ
と
ん
ど
区
別
な

く
採
取
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
現
在
で
も
高
知
県
の

四
万
十
川
で
採
取
さ
れ
る
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
は
品
質
が
よ
く

有
名
で
あ
る
。
冬
か
ら
春
に
か
け
て
採
取
し
、
竿
に
か
け

て
天
日
乾
燥
す
る
が
、
塩
が
つ
い
た
ま
ま
乾
燥
す
る
場
合

と
水
洗
い
し
て
塩
を
洗
い
流
し
て
か
ら
乾
燥
す
る
方
法
が

あ
る
。
塩
が
つ
い
て
い
る
と
、
湿
っ
た
干
し
上
が
り
に
な

り
、
焼
い
て
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
に
く
い
。
ふ
り
か
け
に

使
う
場
合
は
、
水
で
洗
っ
て
干
す
な
ど
の
工
夫
が
み
ら
れ

た
。
ま
た
、
量
的
に
は
多
く
は
な
い
が
、
ノ
リ
の
よ
う
に

板
ノ
リ
に
加
工
し
て
保
存
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
ア
オ
サ

に
つ
い
て
は
味
の
良
い
ヒ
ト
エ
グ
サ
が
多
く
使
わ
れ
て
き

た
（
図
３
）。
採
取
し
た
も
の
は
手
で
丸
く
握
っ
た
り
、

平
た
く
広
げ
て
天
日
で
乾
燥
す
る
な
ど
、
ア
オ
ノ
リ
同
様

に
家
庭
で
の
加
工
保
存
は
簡
単
な
方
法
で
行
わ
れ
て
き
た
。 
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【
図
１
】
ミ
ル 

         【
図
２
】
右
よ
り
、
ボ
ウ
ア
オ
ノ
リ
・
ウ
ス
バ
ア
オ
ノ

リ
・
ヒ
ラ
ア
オ
ノ
リ
・
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ 

           

【
図
３
】
ヒ
ト
エ
グ
サ
（
ア
オ
サ
の
一
種
） 

            
現
在
、
ヒ
ト
エ
グ
サ
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
い
る
四
万
十

川
河
口
付
近
で
は
、
水
洗
い
し
て
細
か
く
切
り
、
大
き
な

板
状
に
広
げ
て
天
日
乾
燥
し
た
も
の
が
出
荷
さ
れ
て
い
る
。 

ア
オ
サ
に
関
す
る
近
世
以
前
の
記
録
は
少
な
い
が
、
ア

オ
ノ
リ
に
つ
い
て
は
す
で
に
平
安
時
代
の
辞
書
『
和
名
類

聚
抄
』
に
記
載
が
み
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
『
大

和
本
草
』
や
『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』
に
三
十
セ
ン
チ
余

り
の
長
さ
で
美
し
い
緑
色
を
し
て
お
り
、
髪
の
毛
や
乱
糸

の
よ
う
な
形
を
も
つ
と
あ
り
、
ス
ジ
ア
オ
ノ
リ
を
指
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
性
質
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
本

草
書
『
本
朝
食
鑑
』
な
ど
に
「
無
毒
、
冷
で
塩
か
ら
い
」、

「
温
で
甘
い
」
と
い
う
相
反
す
る
内
容
が
み
ら
れ
、
お
そ

ら
く
前
者
は
生
の
ア
オ
ノ
リ
を
、
後
者
は
加
工
さ
れ
た
乾

燥
ア
オ
ノ
リ
を
指
し
、
両
者
の
性
質
の
違
い
を
認
識
し
て

使
用
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
食
べ
方
に
つ
い
て
も

室
町
時
代
の
『
庭
訓
往
来
』
に
「
酢
菜
」
と
あ
り
、
江
戸

時
代
の
『
庖
厨
備
用
倭
名
本
草
』
に
は
「
乾
か
し
て
ほ
じ

し
や
肉
と
あ
つ
も
の
に
す
る
」
と
あ
る
。「
酢
菜
」
は
酢

の
物
を
、「
ほ
じ
し
」
は
干
物
を
、「
あ
つ
も
の
」
は
汁
気

の
多
い
煮
物
や
汁
物
を
指
す
こ
と
か
ら
、
乾
燥
ア
オ
ノ
リ

の
美
し
い
緑
色
を
生
か
し
て
酢
の
物
や
煮
物
、
汁
物
に
利

用
さ
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
。 

明
治
時
代
以
降
の
伝
統
的
食
生
活
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、

美
し
い
緑
色
を
生
か
し
て
ア
オ
ノ
リ
を
か
き
餅
に
入
れ
た

り
、
汁
物
や
酢
の
物
、
浸
し
物
の
青
み
に
、
ま
た
、
あ
ぶ

っ
て
香
ば
し
さ
を
生
か
し
て
ふ
り
か
け
に
も
さ
れ
た
。
行

事
食
と
し
て
は
、
板
ノ
リ
に
加
工
さ
れ
た
も
の
を
ひ
な
祭

り
の
巻
き
ず
し
に
使
う
と
こ
ろ
が
多
く
、
小
豆
島
で
は

「
祝
い
粉
」
と
称
し
て
ア
オ
ノ
リ
の
粉
末
を
正
月
雑
煮
に
、

九
州
地
方
で
は
ア
オ
ノ
リ
汁
を
祝
い
事
の
客
膳
料
理
に
使

う
習
慣
が
あ
っ
た
。
ア
オ
サ
の
料
理
法
も
か
き
餅
に
入
れ

る
、
焼
い
て
ふ
り
か
け
に
す
る
、
汁
物
に
す
る
な
ど
、
ア

オ
ノ
リ
料
理
と
同
様
な
も
の
が
み
ら
れ
た
が
、
さ
ら
に
ア
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オ
ノ
リ
よ
り
調
理
法
は
多
彩
で
あ
る
。
ア
オ
サ
雑
炊
、
煮

物
、
和
え
物
、
酢
の
物
、
天
ぷ
ら
な
ど
葉
菜
類
に
近
い
食

べ
方
が
な
さ
れ
て
い
る
。
九
州
地
方
で
は
客
の
料
理
と
し

て
、
四
国
で
も
出
産
祝
い
や
宮
参
り
の
料
理
に
ア
オ
サ
汁

が
作
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
ア
オ
サ
を
一
緒
に
つ
き
こ
ん

だ
餅
が
正
月
雑
煮
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
り
（
徳
島
県
）、

ヨ
モ
ギ
の
代
わ
り
に
草
餅
に
入
れ
る
（
高
知
県
）、
ち
ら

し
ず
し
の
青
み
に
使
う
（
山
口
県
）
な
ど
、
ア
オ
ノ
リ
や

ア
オ
サ
が
比
較
的
多
く
自
生
す
る
九
州
地
方
や
四
国
地
方

を
中
心
に
行
事
食
と
し
て
の
利
用
も
み
ら
れ
た
。
ア
オ
サ

汁
の
例
を
紹
介
す
る
と
、
澄
ま
し
汁
に
豆
腐
と
ア
オ
サ
、

し
ら
す
を
入
れ
た
あ
っ
さ
り
し
た
春
の
汁
物
（
徳
島
県
）

や
、
干
ぼ
か
し
魚
（
魚
の
干
物
）
の
身
を
ほ
ぐ
し
入
れ
た

味
噌
汁
に
最
後
に
ア
オ
サ
を
入
れ
た
も
の
（
鹿
児
島
県
）

な
ど
が
あ
る
。
生
の
ア
オ
サ
を
入
れ
る
と
一
層
色
も
香
り

も
よ
い
が
、
海
水
で
洗
っ
て
干
し
た
ア
オ
サ
を
汁
に
入
れ

て
も
生
の
ア
オ
サ
に
劣
ら
な
い
青
々
と
し
た
色
が
で
る
。

海
水
の
潮
気
が
青
い
色
を
引
き
出
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
ア
オ
ノ
リ
、
ア
オ
サ
料
理
は
美
し
い
緑
色

と
香
り
が
春
ら
し
さ
を
運
ん
で
く
れ
る
料
理
で
あ
り
、
海

藻
類
の
中
で
最
も
葉
菜
類
に
近
い
料
理
が
作
ら
れ
て
き
た

と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
日
本
人
の
海
藻
利
用
の
特
徴

で
あ
るsea vegetable(

海
の
野
菜)

と
し
て
の
利
用
を
顕
著

に
反
映
し
た
食
習
慣
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。 

【
主
な
参
考
文
献
】 

（
１
）
宮
下
章
『
海
藻
』、
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
四

年
。（
２
）
源
順
撰
「
倭
名
類
聚
抄
」（
九
三
一
～
九
三
八

年
）、
京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸

本
集
成
倭
名
類
聚
抄
』
本
文
編
、
臨
川
書
店
、
一
九
七
七

年
。（
３
）
貝
原
益
軒
「
大
和
本
草
」（
一
七
〇
八
年
）、

益
軒
会
編
纂
『
益
軒
全
集
』
巻
之
六
、
益
軒
全
集
刊
行
部
、

一
九
九
一
年
。（
４
）
向
井
元
升
編
「
庖
厨
備
用
倭
名
本

草
」(

一
六
八
四
年)

、
上
野
益
三
監
、
吉
井
始
子
編
『
食

物
本
草
本
大
成
』
七
巻
、
臨
川
書
店
、
一
九
八
〇
年
。

（
５
）
人
見
必
大
著
「
本
朝
食
鑑
」（
一
六
九
五
年
）、
人

見
必
大
著
、
島
田
勇
雄
訳
注
『
本
朝
食
鑑
』
第
一
巻
、
平

凡
社
、
一
九
七
六
年
。（
６
）『
古
事
類
苑
』
植
物
部
、
吉

川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
。（
７
）
今
田
節
子
『
海
藻
の

食
文
化
』、
成
山
堂
書
店
、
二
〇
〇
三
年
。 

 

体
験
的
生
活
文
化
史 
昭
和
編 

そ
の
十 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
田
義
之 

昭
和
二
十
五
年
に
始
ま
っ
た
朝
鮮
戦
争
は
、
私
が
大
学

に
入
る
一
年
前
の
昭
和
二
十
八
年
に
終
わ
っ
て
い
た
が
、

朝
鮮
半
島
に
出
兵
し
た
ア
メ
リ
カ
軍
の
補
給
基
地
と
し
て

日
本
は
い
わ
ゆ
る
戦
争
特
需
に
沸
き
、
急
速
に
経
済
復
興

に
向
か
っ
て
走
り
出
し
て
い
た
。
そ
の
恩
恵
が
少
し
ず
つ

一
般
家
庭
に
及
び
始
め
、
便
利
な
家
電
製
品
が
次
々
に
開

発
さ
れ
て
爆
発
的
な
売
れ
行
き
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
も
そ
の
頃
か
ら
で
あ
る
。
電
気
釜
、
電
気
洗
濯
機
、
電

気
冷
蔵
庫
な
ど
な
ど
が
庶
民
の
生
活
を
変
え
始
め
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
が
テ
レ
ビ
放
送
を
東
京
地
区
で
開
始
し
た
の
も
二
十
八

年
で
、
翌
年
に
は
大
阪
と
名
古
屋
に
も
テ
レ
ビ
局
が
開
局

さ
れ
た
。 

 

そ
の
反
面
、
朝
鮮
戦
争
を
境
に
し
て
日
本
に
対
す
る
ア

メ
リ
カ
の
占
領
政
策
が
変
化
し
、
こ
れ
ま
で
の
急
激
な
民

主
化
推
進
の
姿
勢
か
ら
、
反
戦
と
反
権
力
の
国
民
運
動
を

弾
圧
す
る
方
針
に
移
り
は
じ
め
た
。
す
な
わ
ち
日
米
安
保

条
約
体
制
の
保
持
と
日
本
の
軍
備
強
化
を
、
日
本
政
府
に

要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
戦
争
景
気
に
よ
る
日
本
の
経
済
力
の
上
昇

と
、
敗
戦
直
後
の
楽
天
的
民
主
主
義
謳
歌
の
気
分
を
吹
き

飛
ば
そ
う
と
す
る
逆
風
と
の
狭
間
で
、
私
も
富
家
の
子
ど

も
た
ち
の
受
験
勉
強
の
相
手
を
し
て
生
活
費
を
得
た
り
、

国
会
議
事
堂
の
周
り
を
廻
る
再
軍
備
反
対
の
デ
モ
に
誘
わ

れ
た
り
し
て
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
。
ま
た
三
歳
年
上
の

従
姉
が
東
京
女
子
大
の
学
生
だ
っ
た
の
で
、
よ
く
一
緒
に

音
楽
会
や
講
演
会
な
ど
に
も
出
か
け
た
。
ウ
イ
ー
ン
交
響



2009/01/01 生文研メール 10 4 

楽
団
の
第
一
回
の
来
日
は
昭
和
三
十
一
年
四
月
で
、
そ
の

折
の
指
揮
者
は
高
名
な
作
曲
家
の
ヒ
ン
デ
ミ
ッ
ト
だ
っ
た
。

こ
の
年
の
九
月
に
は
イ
タ
リ
ア
オ
ペ
ラ
が
来
た
。
こ
れ
は

切
符
が
買
え
な
か
っ
た
の
で
、
従
姉
の
知
人
で
テ
レ
ビ
受

信
機
を
自
分
た
ち
で
組
み
立
て
た
若
夫
婦
の
お
宅
に
伺
い
、

テ
レ
ビ
で
オ
ペ
ラ
の
上
演
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
自
家
に

テ
レ
ビ
を
持
っ
て
い
る
家
庭
な
ど
殆
ど
無
か
っ
た
頃
の
こ

と
で
あ
る
。 

 

さ
て
無
事
に
前
期
二
年
間
の
教
養
課
程
を
終
え
た
私
は
、

昭
和
三
十
一
年
四
月
に
教
養
学
部
の
後
期
課
程
で
あ
る
教

養
学
科
に
進
ん
だ
。
そ
こ
で
ド
イ
ツ
文
化
を
専
攻
し
た
が
、

学
生
生
活
の
中
身
は
ど
な
た
も
皆
大
同
小
異
で
あ
ろ
う
。

個
人
的
な
思
い
出
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。
こ
の
時
代
を
象
徴
す
る
事
件
は
と
言
え
ば
、

昭
和
三
十
二
年
十
月
に
ソ
連
が
人
工
衛
星
第
一
号
ス
プ
ー

ト
ニ
ク
の
打
ち
上
げ
に
成
功
し
、
焦
り
に
焦
っ
た
ア
メ
リ

カ
が
エ
ク
ス
プ
ロ
ー
ラ
第
一
号
を
、
よ
う
や
く
そ
の
三
ヶ

月
後
の
三
十
三
年
一
月
に
発
射
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ

う
。 

 

三
十
三
年
に
な
り
教
養
学
科
ド
イ
ツ
科
の
卒
業
が
近
く

な
る
に
従
っ
て
、
こ
れ
ま
で
真
剣
に
自
分
の
進
路
を
考
え

な
い
で
来
た
私
も
、
直
ぐ
に
実
社
会
に
入
っ
て
行
こ
う
か
、

そ
れ
と
も
好
き
な
文
学
や
語
学
に
専
念
す
る
た
め
に
大
学

院
に
進
も
う
か
と
迷
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
当
時
は
外

国
に
行
け
る
人
の
枠
が
極
端
に
狭
く
、
文
部
省
留
学
生
な

い
し
は
外
国
政
府
の
招
待
留
学
生
に
な
る
か
、
外
交
官
試

験
に
合
格
し
て
外
地
勤
務
に
な
る
か
、
あ
る
い
は
貿
易
商

社
か
銀
行
に
入
っ
て
、
外
地
の
支
店
に
派
遣
さ
れ
る
か
し

か
可
能
性
が
な
か
っ
た
。
早
く
ド
イ
ツ
に
行
き
た
か
っ
た

私
に
は
、
こ
れ
ら
の
道
の
う
ち
の
ど
れ
を
選
択
す
る
か
が

決
心
の
し
ど
こ
ろ
と
思
わ
れ
た
。
私
費
留
学
と
い
う
道
も

な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
に
は
、
当
時
と
し
て

は
大
金
の
百
万
円
を
越
す
銀
行
預
金
の
あ
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
が
必
要
だ
っ
た
。
一
ド
ル
が
三
六
〇
円
の
固
定

相
場
で
、
し
か
も
政
府
の
許
可
が
な
け
れ
ば
一
ド
ル
た
り

と
も
入
手
で
き
な
い
、
本
当
に
窮
屈
な
時
代
で
あ
っ
た
。 

 
結
局
私
は
外
交
官
や
官
僚
、
な
い
し
は
実
業
の
世
界
に

入
っ
て
仕
事
を
す
る
だ
け
の
体
力
も
競
争
力
も
な
い
と
い

う
こ
と
か
ら
、
婚
約
者
と
の
合
意
の
上
で
最
も
自
分
の
好

む
道
に
進
み
、
大
学
院
で
比
較
文
学
を
専
攻
す
る
こ
と
に

し
た
。
学
部
時
代
か
ら
主
任
教
授
の
島
田
謹
二
先
生
の
講

義
を
聴
い
て
お
り
、
先
生
の
も
と
で
な
ら
各
国
文
学
の
枠

に
捉
わ
れ
な
い
自
由
な
研
究
が
出
来
る
こ
と
が
魅
力
だ
っ

た
の
で
、
学
部
シ
ニ
ア
コ
ー
ス
時
代
か
ら
の
指
導
教
官
菊

池
栄
一
先
生
に
お
願
い
し
て
こ
の
課
程
を
受
験
し
、
無
事

に
合
格
し
て
修
士
課
程
に
入
れ
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

当
時
の
大
学
院
生
に
は
既
婚
者
も
珍
し
く
な
く
、
私
た

ち
も
こ
の
年
（
三
十
三
年
）
十
月
に
結
婚
し
た
。
妻
は
音

楽
大
学
を
卒
業
し
て
私
立
の
音
楽
学
校
で
教
え
て
お
り
、

私
も
小
田
原
の
私
立
高
等
学
校
の
非
常
勤
講
師
に
な
っ
た

の
で
、
な
ん
と
か
生
計
は
た
て
ら
れ
た
。
学
部
時
代
に
取

っ
て
お
い
た
教
員
免
許
が
役
に
立
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
ま

た
当
時
は
子
ど
も
を
音
楽
家
に
し
よ
う
と
望
む
親
が
多
く
、

音
楽
大
学
を
受
験
す
る
生
徒
が
沢
山
い
た
か
ら
、
妻
も
仕

事
を
み
つ
け
る
の
に
困
る
と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。 

 

こ
う
し
て
一
年
が
終
わ
り
、
修
士
課
程
の
二
年
目
に
入

っ
た
春
に
、
思
い
が
け
な
い
機
会
が
訪
れ
た
。
ド
イ
ツ
政

府
が
東
京
に
ド
イ
ツ
文
化
研
究
所
を
開
設
し
、
こ
の
研
究

所
の
開
設
の
式
典
の
た
め
に
エ
ア
ハ
ル
ト
経
済
相
（
後
の

首
相
）
が
来
日
し
て
、
記
念
の
事
業
と
し
て
日
本
全
国
か

ら
二
人
、
上
智
大
学
か
ら
二
人
、
計
四
名
の
若
手
研
究
者

を
留
学
生
と
し
て
ド
イ
ツ
に
招
聘
す
る
資
金
を
提
供
し
た

の
で
あ
る
。 

 

こ
の
基
金
に
よ
る
奨
学
生
の
採
用
試
験
に
合
格
し
、
妻

も
そ
の
間
に
私
費
留
学
生
試
験
を
突
破
し
て
、
私
は
ハ
ン

ブ
ル
ク
大
学
に
、
妻
は
ハ
ン
ブ
ル
ク
国
立
音
楽
大
学
に
留

学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
年
の
八
月
に
横
浜

港
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
向
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。 

 

私
た
ち
が
乗
っ
た
の
は
ド
イ
ツ
政
府
の
指
定
に
よ
り
、
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フ
ラ
ン
ス
郵
船
（
メ
サ
ジ
ェ
リ
・
マ
リ
テ
ィ
ー
ム
）
の
ラ

オ
ス
号
と
い
う
客
船
で
、
か
つ
て
森
鴎
外
が
留
学
の
際
に

利
用
し
た
の
と
同
じ
航
路
で
あ
っ
た
。
出
航
は
八
月
一
日

だ
っ
た
と
記
憶
す
る
。
こ
の
船
で
ア
ジ
ア
の
諸
国
に
立
ち

寄
り
な
が
ら
ス
エ
ズ
を
通
り
、
マ
ル
セ
ー
ユ
に
着
く
ま
で

に
四
十
日
ば
か
り
を
要
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
入
る
前

に
ア
ジ
ア
諸
国
を
瞥
見
す
る
機
会
が
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、

運
命
の
神
に
い
か
に
感
謝
し
て
も
足
り
な
い
幸
運
で
あ
っ

た
。
こ
の
こ
と
を
す
こ
し
詳
し
く
思
い
出
し
て
お
き
た
い

が
、
今
回
は
も
う
紙
数
が
尽
き
た
の
で
、
船
旅
を
す
る
私

の
目
に
当
時
の
ア
ジ
ア
の
港
町
の
様
子
が
ど
の
よ
う
に
映

っ
た
の
か
は
、
次
回
以
降
に
ゆ
ず
る
こ
と
に
し
よ
う
。 

 

経
済
危
機
と
西
鶴 

西
鶴
研
究
こ
ぼ
れ
話 

10 
 
 

広
嶋 

進 

金
融
を
め
ぐ
る
昨
今
の
国
際
情
勢
は
激
動
期
を
迎
え
て

い
る
。
し
か
し
経
済
と
人
、
カ
ネ
と
人
と
い
う
視
点
か
ら

す
れ
ば
、
三
百
年
前
も
今
も
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。 

 

西
鶴
は
『
世
間
胸
算
用
』（
元
禄
五
年
〈
一
六
九
二
〉

刊
）
に
次
の
よ
う
な
話
を
書
い
て
い
る
。 

さ
る
男
が
振
り
手
形
と
い
う
も
の
を
新
し
く
考
え

出
し
た
。
主
人
公
の
男
も
、
そ
の
真
似
を
し
て
親
し

い
両
替
屋
に
、
十
一
月
の
末
か
ら
銀
二
十
五
貫
目

（
今
の
お
金
で
二
千
五
百
万
円
ほ
ど
）
を
預
け
て
、

手
形
で
決
済
す
る
こ
と
を
考
え
つ
い
た
。 

     

十
一
月
の
末
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
が
ミ
ソ
で
、
当

時
は
十
二
月
は
一
年
の
収
支
決
算
の
大
事
な
時
期
だ

っ
た
。
男
は
集
金
に
来
た
商
人
に
、
例
え
ば
米
屋
、

呉
服
屋
、
味
噌
屋
、
紙
屋
、
魚
屋
の
商
人
に
、
そ
れ

か
ら
観
音
講
の
積
立
金
も
遊
廓
の
揚
屋
の
ツ
ケ
も
、

な
ん
で
も
か
ん
で
も
、「
両
替
屋
で
受
け
取
っ
て
く

れ
」
と
言
っ
て
、
現
金
で
は
支
払
わ
ず
に
振
り
手
形

を
一
枚
ず
つ
渡
し
た
。
そ
し
て
「
支
払
い
は
こ
れ
で

全
部
終
了
だ
」
と
し
て
、
大
晦
日
の
住
吉
神
社
参
り

に
出
掛
け
て
し
ま
っ
た
。 

     
と
こ
ろ
が
、
男
は
預
け
た
銀
二
十
五
貫
目
に
対
し

て
、
八
十
貫
目
の
手
形
を
切
っ
て
い
た
。
両
替
屋
は

そ
の
こ
と
に
気
付
き
、「
計
算
し
て
か
ら
あ
と
で
後

で
渡
そ
う
」
と
言
っ
て
、
支
払
い
を
一
時
中
止
し
た
。 

     

借
金
取
り
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
支
払
い
を
男
の

手
形
で
済
ま
し
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
商
人
も
そ
の

振
り
手
形
を
次
々
に
先
へ
渡
し
て
、
結
局
最
後
に
受

け
取
ら
さ
れ
た
商
人
が
役
に
立
た
な
い
振
り
手
形
を

カ
ネ
の
代
わ
り
に
握
っ
て
新
年
を
迎
え
た
。 

     

一
夜
明
け
れ
ば
目
出
度
い
春
と
な
っ
た
。（
巻
一
の

一
「
問
屋
の
寛
活
女
」） 

実
体
の
な
い
紙
切
れ
を
バ
バ
抜
き
の
ゲ
ー
ム
の
よ
う
に

掴
ま
さ
れ
て
、
そ
の
バ
バ
を
次
々
に
先
送
り
に
し
て
話
は

目
出
度
く
終
了
す
る
。
し
か
し
、
本
当
に
目
出
度
い
の
か

と
い
う
と
、
こ
の
先
送
り
し
た
紙
に
は
対
応
す
る
カ
ネ
は

な
く
、
虚
構
の
カ
ネ
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
あ
と
ど
う
な
る

か
に
つ
い
て
は
作
者
は
書
い
て
い
な
い
が
、
主
人
公
の
男

の
倒
産
が
待
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

西
鶴
は
空
手
形
で
大
晦
日
の
決
済
を
切
り
抜
け
よ
う
と

し
た
主
人
公
の
愚
か
さ
を
描
い
て
い
る
が
、
同
時
に
、
実

体
経
済
か
ら
離
れ
た
と
こ
ろ
で
動
き
出
し
た
資
本
主
義
経

済
の
危
う
さ
を
も
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。 

 

経
済
学
者
の
岩
井
克
人
氏
は
こ
の
た
び
の
金
融
危
機
に

つ
い
て
言
う
。 

    

資
本
主
義
は
な
ぜ
不
安
定
な
の
か
。
そ
れ
は
基
本

的
に
投
機
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
ら
だ
。（
例

え
ば
自
動
車
を
つ
く
る
の
は
）
将
来
だ
れ
か
が
乗
る

た
め
に
買
っ
て
く
れ
る
と
い
う
予
想
の
も
と
に
つ
く

る
。（
略
）
株
式
、
債
券
、
為
替
と
い
っ
た
金
融
市

場
は
、
実
需
と
ほ
と
ん
ど
関
係
な
い
。（
略
）
ほ
と

ん
ど
投
機
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
。
（
略
）     

貨
幣
自
体
が
投
機
な
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、
貨
幣
の

信
用
は
「
み
ん
な
が
貨
幣
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
か
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ら
貨
幣
だ
」
と
い
う
自
己
循
環
論
法
で
支
え
ら
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。（
略
）
今
回
の
金
融
危
機
に
は
、

こ
の
貨
幣
の
問
題
の
エ
ッ
セ
ン
ス
が
入
っ
て
い
る
。

（
略
）
隠
さ
れ
た
リ
ス
ク
だ
っ
た
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ

ー
ン
が
破
綻
す
る
と
、
ド
ミ
ノ
倒
し
の
よ
う
に
、
す

べ
て
の
金
融
商
品
の
信
用
が
失
墜
し
た
の
が
、
今
回

の
危
機
の
本
質
だ
。（「
経
済
危
機
の
行
方
」『
朝
日

新
聞
』
二
〇
〇
八
年
十
月
十
七
日
朝
刊
） 

 

先
の
主
人
公
は
破
産
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
な
が
ら
、

な
ぜ
空
手
形
を
発
行
し
て
、
そ
の
場
し
の
ぎ
の
切
り
抜
け

を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
ら
の
プ
ラ
イ
ド
を
守
ろ
う
と

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
商
売
と
い
う
も
の
は
こ

ん
な
も
の
だ
と
考
え
、
住
吉
大
社
に
一
時
避
難
を
し
た
の

ち
に
ま
た
や
り
直
そ
う
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文

に
は
次
の
ご
と
く
に
あ
る
。 

    

「
万
し
ま
う
た
」
と
て
年
籠
り
の
住
吉
参
り
、
胸
に

は
波
の
た
た
ぬ
間
も
な
し
。
こ
ん
な
人
の
初
尾
は
、

う
け
給
う
て
か
ら
気
づ
か
ひ
し
給
ふ
べ
し
。    

（「
全
部
支
払
い
は
終
わ
っ
た
」
と
言
っ
て
大
晦
日
の

年
籠
り
の
住
吉
参
り
に
男
は
出
か
け
た
。
し
か
し
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
、
一
瞬
た
り
と
も
心
に
波
風
の
立

た
な
い
時
が
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
ん
な
人
の
賽
銭

は
住
吉
の
神
様
だ
っ
て
心
配
で
、
も
ら
わ
れ
た
と
こ

ろ
で
お
気
遣
い
な
さ
る
こ
と
だ
ろ
う
。） 

男
の
様
子
は
、
倒
産
が
控
え
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

さ
ほ
ど
深
刻
に
は
描
か
れ
て
は
い
な
い
。
ま
る
で
破
産
と

起
業
と
繁
盛
を
繰
り
返
す
の
が
、
商
い
の
道
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
空
手
形
を
先
へ
先
へ

順
送
り
す
る
借
金
取
り
の
て
ん
や
わ
ん
の
あ
り
さ
ま
も
、

商
行
為
の
戯
画
と
し
て
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
。 

    

さ
ま
ざ
ま
詮
議
す
る
う
ち
に
、
ま
た
掛
け
乞
ひ
も
そ

の
手
形
を
先
へ
渡
し
、
後
に
は
ど
さ
く
さ
と
入
り
乱

れ
、（
さ
ま
ざ
ま
調
べ
る
う
ち
に
、
ま
た
借
金
取
り

も
そ
の
手
形
を
支
払
い
に
使
い
先
へ
渡
し
、
後
に
は

ど
さ
く
さ
と
入
り
乱
れ
、） 

右
の
ド
タ
バ
タ
騒
ぎ
の
場
面
か
ら
私
は
、
サ
ブ
プ
ラ
イ

ム
ロ
ー
ン
を
国
を
挙
げ
て
証
券
化
・
商
品
化
し
た
ア
メ
リ

カ
経
済
の
混
乱
の
あ
り
さ
ま
を
連
想
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。 

 不
思
議
な
出
会
い
（
そ
の
十
） 

ホ
ー
レ
ー
写
本
「
鯨
・
捕
鯨
資
料
」
２ 

 

横
山 

學 

こ
の
夏
、
前
号
で
紹
介
し
た
ホ
ー
レ
ー
所
蔵
の
鯨
絵
巻

物
を
確
認
す
る
た
め
に
、
ボ
ス
ト
ン
北
部
に
あ
る
ピ
ー
ボ

デ
ィ
ー
博
物
館
（Peabody Essex M

useum
, 1799

創

立
）
に
出
か
け
ま
し
た
。
博
物
館
の
あ
る
セ
ー
ラ
ム
は
古

く
か
ら
の
港
町
で
、
現
在
も
当
時
の
桟
橋
と
行
政
の
建
物

が
そ
の
ま
ま
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
か
ら
世
界
各
地

に
多
く
の
船
が
出
掛
て
行
き
ま
し
た
。
帰
り
の
航
海
に
は

多
く
の
貴
重
な
品
々
と
珍
し
い
話
が
「
土
産
」
と
し
て
持

ち
帰
ら
れ
ま
し
た
。「
喜
望
峰
を
超
え
て
」
航
海
し
た
船

長
た
ち
は
、
定
期
的
に
会
食
し
、「
手
柄
」
を
披
露
し
、

互
い
の
情
報
を
交
換
し
合
い
ま
し
た
。
こ
う
し
て
東
イ
ン

ド
海
運
協
会
が
生
ま
れ
、
や
が
て
海
難
の
相
互
扶
助
の
し

く
み
も
加
わ
り
、
寄
贈
さ
れ
た
品
々
を
飾
る
た
め
の
施
設

が
造
ら
れ
、
博
物
館
と
な
り
ま
し
た
。
大
森
貝
塚
を
発
見

し
、
日
本
に
考
古
学
や
人
類
生
態
学
の
基
礎
を
も
た
ら
し

た
Ｅ
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
は
、
第
三
代
目
の
館
長
で
す
。
モ
ー

ス
の
集
め
た
日
本
の
磁
器
・
看
板
・
根
付
な
ど
は
、
こ
の

博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

目
指
す
絵
巻
物
（
美
術
品
）
の
ひ
と
つ
は
「
小
児
ノ

弄
も
て
あ
そ
び

鯨
一
件
ノ
巻
」
で
し
た
。
捕
鯨
の
道
具
や
鯨
の
種

類
、
捕
鯨
の
方
法
が
、
鮮
や
か
な
色
彩
で
細
か
く
描
か
れ

て
い
ま
す
。
二
十
五
セ
ン
チ
幅
の
巻
物
仕
立
て
で
、
全
長

を
測
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
の

内
容
と
現
物
を
照
合
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
ホ
ー
レ
ー
の

蔵
書
印
「
宝
玲
文
庫
」
を
確
認
し
ま
し
た
。
も
う
一
件
は

「
養
和
筆
捕
鯨
」
、
軸
様
式
（
百
四
十
八
×
七
十
一
セ
ン

チ
）
で
、
鯨
を
追
い
込
み
、
船
か
ら
銛
を
打
ち
込
ん
で
い
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る
様
子
が
描
か
れ
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
は
ホ
ー
レ
ー
の

蔵
書
印
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
右
下
に
「
養
和
」
の
名

が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
の
と
こ
ろ
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の

か
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
記
録
か
ら
、
一
九
八
〇
年
と
一

九
八
二
年
に
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
（Francis B Lothrop

）
が

こ
の
二
点
の
絵
巻
を
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
博
物
館
に
寄
贈
し
て

い
る
こ
と
が
知
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
、
ホ
ー
レ
ー
の
著
書
『M

iscellanea Japonica 

II

』「
日
本
に
お
け
る
鯨
と
捕
鯨
」（
限
定
百
二
十
五
部
・

通
番
第
四
十
一
号
）
が
、「offprint

」
版
（
二
件
）
と
共

に
博
物
館
の
図
書
室
（Phillips Library

）
に
所
蔵
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
同
じ
く
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

も
の
で
す
。
後
者
の
「offprint

」
版
は
、
本
編
の
刊
行
に

時
間
を
要
し
た
た
め
に
、
購
入
予
約
者
の
た
め
に
限
定
五

〇
部
と
し
て
作
成
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
臨
時
版
で
す
。
本
編

と
同
じ
手
漉
紙
に
同
じ
手
法
で
印
刷
さ
れ
、
同
じ
装
幀
が

ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
ま
す
。
ホ
ー
レ
ー
は
通
常
、
所
蔵
の
和

装
本
に
は
蔵
書
印
、
洋
装
本
に
は
和
紙
に
エ
ッ
チ
ン
グ
し

た
蔵
書
票
を
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
二
冊
の
「offprint

」

版
に
は
、
博
物
館
図
書
室
の
蔵
書
票
と
共
に
ホ
ー
レ
ー
の

蔵
書
票
が
あ
り
、
「D

r.G
eorge 

K
err

」
と
「To 

M
r.Francis B Lothrop  w

ith the Com
plim

ents of  (

不

明
月
、22.1960)

」
と
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ジ

ョ
ー
ジ
・
カ
ー
（D

r.G
eorge K

err

）
は
『O

kinaw
a:The 

history of an Island People (

琉
球
の
歴
史)

』(1958)

の

著
者
で
、
ホ
ー
レ
ー
と
は
太
平
洋
戦
争
以
前
か
ら
の
知
り

合
い
で
す
。
カ
ー
は
一
九
六
〇
年
代
に
ハ
ワ
イ
大
学
構
内

の
東
西
文
化
セ
ン
タ
ー(East-W

est Center)

で
、
崎
原
貢

と
共
に
沖
縄
を
調
査
し
て
琉
球
史
料
の
収
集
に
努
め
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
『
生
活
文
化
研
究
所
年
報
』
第
二
十
一

輯
「
崎
原
貢
「
琉
球
史
料
探
訪
記
」」
に
詳
し
く
書
き
ま

し
た
。 

ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
宛
の
書
き
入
れ
の
あ
っ
た
蔵
書
票
添
付

の
「offprint

」
版
に
は
、
百
部
限
定
の
「prospectus

」

(

見
本
刷)

版
が
一
緒
に
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
ホ
ー
レ
ー

の
記
し
た
書
簡(

一
九
六
〇
年
三
月
三
十
日
付)

が
添
え
ら

れ
て
あ
り
ま
し
た
。
書
簡
の
宛
名
は
「
マ
ツ
ズ
ミ
」

（H
.M

atsuzum
i Esq

）
で
す
。
興
味
深
い
の
は
、
二
巻
の

軸
物
と
二
冊
の
「offprint

」
版
、
そ
し
て
一
冊
の

「prospectus

」
版
が
、
何
時
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
博
物
館

に
収
め
ら
れ
た
か
と
い
う
こ
と
で
す
。 

ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
（Francis B Lothrop

、
一
八
九
八
～

一
九
八
六
）
は
、
代
々
商
船
船
長
を
務
め
た
家
に
生
ま
れ
、

多
方
面
に
わ
た
る
収
集
品
を
受
け
継
い
で
お
り
、
鯨
絵
画

の
収
集
は
そ
れ
ら
の
ご
く
一
部
で
す
。
鯨
絵
画
の
収
集
品

を
ま
と
め
た
目
録
の
序
文
に
は
、
複
数
の
資
料
購
入
先
の

氏
名
と
と
も
に
、
収
集
を
助
け
た
友
人
と
し
てPhillips 

H
ofer

とPaul Blum

の
名
が
見
え
ま
す
。
ポ
ー
ル
・
Ｃ
・

ブ
ル
ー
ム(Paul C. Blum

、
一
八
九
八
～
一
九
八
一)

は
、

在
日
し
た
日
本
関
係
書
物
の
収
集
家
と
し
て
著
名
で
す
。

ブ
ル
ー
ム
の
蔵
書
約
六
四
〇
〇
点
は
神
奈
川
県
の
横
浜
開

港
資
料
館
が
購
入
し
ま
し
た
。
彼
も
ま
た
フ
ラ
ン
ク
・
ホ

ー
レ
ー
と
書
物
を
通
じ
て
親
し
い
間
柄
で
し
た
。 

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
博
物
館
へ
集
ま
っ

た
ホ
ー
レ
ー
資
料
の
経
緯
を
、
次
の
よ
う
に
推
理
い
た
し

ま
し
た
。
海
洋
関
係
の
資
料
収
集
を
長
年
続
け
て
い
た
ル

ー
ス
ロ
ッ
プ
は
友
人
の
ブ
ル
ー
ム
を
通
じ
て
、
ホ
ー
レ
ー

の
蔵
書
の
内
容
を
知
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。
ホ
ー
レ
ー

の
蔵
書
「
宝
玲
文
庫
」
は
、
質
の
高
さ
と
内
容
の
豊
か
さ

に
よ
っ
て
、
多
く
の
蔵
書
家
た
ち
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
時
期
に
は
、
ホ
ー
レ
ー
に
蔵
書
を
手
放
す
意
向
の
あ

る
事
も
聞
き
知
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
に
旅

行
し
た
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
は
山
科
の
ホ
ー
レ
ー
を
訪
ね
、

「
小
児
ノ

弄
も
て
あ
そ
び

鯨
一
件
ノ
巻
」
を
入
手
し
ま
し
た
。
同

時
に
『M

iscellanea Japonica II

』「
日
本
に
お
け
る
鯨
と

捕
鯨
」
の
「offprint

」
版
と
「prospectus

」
版
を
ホ
ー

レ
ー
か
ら
譲
ら
れ
た
の
で
す
。「prospectus

」
版
は
購
読

予
約
者
を
募
る
た
め
に
一
九
五
八
年
十
月
に
作
成
し
た
も

の
で
す
。
そ
の
時
手
元
に
あ
っ
た
「offprint

」
版
に
ホ
ー
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レ
ー
は
署
名
し
て
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
に
贈
り
、
さ
ら
に

「prospectus

」
版
を
添
え
ま
し
た
。「prospectus

」
版
の

頁
の
間
に
は
、
一
九
六
〇
年
三
月
に
「
マ
ツ
ズ
ミ
・
Ｈ
」

に
対
し
て
購
入
の
予
約
を
求
め
て
し
た
た
め
て
い
た
書
簡

が
挟
み
込
ま
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
し
た
。 

ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
宛
て
の
蔵
書
票
に
記
さ
れ
た
月
日
は
、

ペ
ン
字
の
文
字
が
少
し
乱
れ
て
月
名
が
判
読
で
き
ま
せ
ん
。

一
九
六
〇
年
末
に
は
、
ホ
ー
レ
ー
は
体
調
を
崩
し
て
入
院

し
、
翌
年
の
一
月
十
日
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
本
編
（
限

定
百
二
十
五
部
）
が
河
北
印
刷
所
か
ら
仕
上
が
っ
て
き
た

の
は
そ
の
後
で
、
家
族
の
島
袋
久
さ
ん
が
予
定
の
配
布
先

に
届
け
ま
し
た
。
今
回
の
調
査
期
間
中
に
、
博
物
館
の
Ｊ

・
マ
セ
ラ
氏
か
ら
「
一
九
六
一
年
に
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
は
相

撲
の
ポ
ス
タ
ー
を
博
物
館
に
寄
贈
し
て
い
る
と
い
う
記
録

が
あ
る
」
と
い
う
情
報
を
得
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
一
九

六
〇
年
三
月
以
降
に
、
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
が
日
本
に
旅
行
し

て
い
る
可
能
性
を
裏
付
け
て
い
ま
す
。
ホ
ー
レ
ー
が
Ｇ
・

カ
ー
に
贈
っ
た
「offprint

」
版
は
、
カ
ー
の
手
か
ら
別
途

に
ル
ー
ス
ロ
ッ
プ
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
レ
ー
の
手

元
に
残
さ
れ
て
い
る
配
布
記
録
に
は
、「
ブ
ル
ー
ム
」
は

八
番
目
、「
カ
ー
」
の
名
は
二
八
番
目
に
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
カ
ー
も
ホ
ー
レ
ー
の
鯨
研
究
と
著
作
の
情
報
を
得
て

い
た
の
で
す
。 

調
査
の
出
発
前
に
江
戸
東
京
博
物
館
に
小
澤
弘
氏
を
訪

ね
ま
し
た
。
そ
こ
で
ピ
ー
ボ
デ
ィ
ー
博
物
館
の
目
録

『W
haling Prints in the Francis B. Lothrop Collection

』

(by Elizabath Ingalls)

を
目
に
し
ま
し
た
。
偶
然
の
こ
と

で
す
が
、
こ
の
夏
の
出
会
い
の
た
め
に
非
常
に
幸
い
な
こ

と
で
あ
り
ま
し
た
。 

〔
ホ
ー
レ
ー
収
集
の
郷
土
玩
具
〕 

              【
編
集
後
記
・
お
し
ら
せ
】
研
究
所
員
の
出
版
物
を
紹

介
い
た
し
ま
す
。
新
田
義
之
著
『
東
北
大
学
の
学
風
を
創

っ
た
人
々
』
東
北
大
学
出
版
会
、
平
成
二
〇
年
六
月
。
在

庫
の
少
な
く
な
っ
た
年
報
の
保
存
分
を
確
保
す
る
た
め
に
、

Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
の
作
成
を
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
在
庫

分
の
年
報
を
ご
希
望
の
方
に
送
料
実
費
で
お
分
け
い
た
し

ま
す
。
ご
希
望
輯
号
を
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
こ
れ
ま
で

の
生
活
文
化
講
演
会
の
演
題
一
覧
・
『
生
活
文
化
研
究
所

年
報
』
既
刊
目
次
・
「
生
文
研
メ
ー
ル
」
（
カ
ラ
ー
表

示
）
の
全
文
を
下
記
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。 

http://w
w

w.ndsu.ac.jp/1000_guid/1700_inst/1730_la

02/1730_la02_org01.htm
l 

 
 
 
 
 
 
 

 


